加古川駅北地区地区計画（商業業務A，B地区，沿道利用A，B　一般住宅A，B）及び街並みルール　自己評価書
	◆◆◆　良好な居住環境の確保と緑あふれる魅力的な街を目指して◆◆◆

	一般基準
	チェック欄
	設計に当たっての考え方を記載してください。

	地区計画の方針は、まちづくりの方向性を示したものですので、それだけでまちづくりは実現しません。地区計画の方針に基づいて具体的なまちづくりのルール（地区整備計画）を決定することにより、目標が達成されます。
1 建築物等及び広告物等に係る都市景観の形成について
区画整理の宅地区画を尊重し、文化性豊な個性的で緑あふれる魅力的な都市空間の維持に努める。
2 市の新しい玄関口としてふさわしい都市機能の誘導、住宅地の形成、沿道サービス施設の誘導を図る。
敷地内、特に接道部の緑化に努めるとともに、敷地内工作物（門、塀等）の意匠、形態に配慮し、道路沿い空間の広がりを確保するよう努める。広告物等は、加古川市屋外広告物協力指針に従って、これを設置するよう努める。
	
	

	項目
	項目別基準
	チェック欄
	地区計画（地区整備計画）及び街並みルールに対する配慮事項を具体的に記載してください。

	形態又は意匠の制限
	建築物等
	共通事項
	建築物の外壁やその他戸外から望見される部分の形態、意匠及び色彩は、周辺景観との調和に配慮したものとする。特に、色彩については、白・黒等の無彩色の単独使用は避け、無機質感をおさえるように工夫しましょう。
	
	

	
	
	屋根の色
（使用可能な色範囲をマンセル値で示す：地区整備計画運用指針）
　建物の屋根や外壁などの色に配慮することで、街全体の色彩を暖かみが感じられる調和のとれたものとする。
　特に、派手な色彩や無機質感を与える無彩色の使用を避けるなど、全体の調和を考慮するため、右欄に示すマンセル値内から色を選択する。
　なお、木、石、土、砂などの天然素材の色は、表の範囲外であっても調和する場合があるのでそれらの使用は可とする。特に、多くの石をまとまって使用する場合は、歩道の平板ブロックや街路樹等に配慮し、暖かみのある赤色系のものを使用する。
　また、マンセル値の範囲内であっても表面の光沢が強い仕上げのものは控える。
	色相
	屋根
	
	

	
	
	
	
	明度
	彩度
	
	

	
	
	
	7.5YR
～
2.5GY
	－
	4未満
	
	

	
	
	
	その他の色相
	－
	3未満
	
	

	
	
	
	無彩色
	2以上4未満
	－
	
	

	
	項目
	項目別基準
	チェック欄
	地区計画（地区整備計画）及び街並みルールに対する配慮事項を具体的に記載してください。

	
	建築物等
	外壁の色
（使用可能な色範囲をマンセル値で示す：地区整備計画運用指針）
※外壁面には、窓（窓枠）、扉、軒先を含まない。
　建物の屋根や外壁などの色に配慮することで、街全体の色彩を暖かみが感じられる調和のとれたものとする。
　特に、派手な色彩や無機質感を与える無彩色の使用を避けるなど、全体の調和を考慮するため、右欄に示すマンセル値内から色を選択する。
　なお、木、石、土、砂などの天然素材の色は、表の範囲外であっても調和する場合があるのでそれらの使用は可とする。特に、多くの石をまとまって使用する場合は、歩道の平板ブロックや街路樹等に配慮し、暖かみのある赤色系のものを使用する。
　また、マンセル値の範囲内であっても表面の光沢が強い仕上げのものは控える。
※高さ10ｍ超え又は建築面積500㎡超えるものについては加古川市景観まちづくり条例「大規模建築物景観形成基準」の色彩基準を準用する。
※アクセント色を使用する場合、その面積は壁面ごとにその壁面の概ね1／3以下とし、周辺と調和のとれた色とすること。
	色相
	主たる壁面色
	
	

	
	
	
	
	明度
	彩度
	
	

	
	
	
	高さ10M以下、建築面積500㎡以下
	7.5YR
～
7.5Y
	4以上
	7未満
	
	

	
	
	
	
	その他の
色相
	3以下
	－
	窓枠・庇明るいものを使用する。
	

	
	
	
	
	
	－
	6未満
	
	

	
	
	
	
	無彩色
	単独使用不可
	－
	
	

	
	
	
	高さ10M超え又は建築面積500㎡超すもの
	Y、YR
	5以上
	4以下
	
	

	
	
	
	
	Y
	5以上
	3以下
	
	

	
	
	
	
	その他の
色相
	5以上
	2以下
	
	

	
	
	
	
	無彩色
	単独使用不可
	－
	
	

	形態又は意匠の制限
	広告物
	広告物等の意匠、材料、色彩又は表示の方法
	設置位置、規模、色彩が街並みと調和するように努め、また、複数の広告物を設置する場合は、統一したデザインとしこれを集約して設置する。（注1）
	（地区整備計画）
	
	自己所有地以外の野立広告物・駐車場等の貸し看板

	
	工作物等
	道路沿いの植栽帯
	道路際には幅50cmの植栽帯を設け、緑豊かな街並みの形成に努める。
	
	

	
	
	植栽帯背後の垣又は柵
	生垣、又は高さ1.5ｍ以下の透視可能なフェンスに植栽を併設したものとする。（注2）
	
	

	
	
	道路際に面した工作物等
	カーポート、物置、門柱等は、建物と調和するデザイン及び色彩とする。
	
	

	
	
	
	設置により道路面と一体となる工作物等の付近では、可能な限り緑化に努める。
	
	

	◆◆◆　さらにより良い街並み景観を目指して◆◆◆

	その他
	エアコンの室外機等
	道路に面するエアコン室外機の露出は避けるよう配慮する。
	
	

	
	自動販売機等
	自動販売機及びダスター、又はそれらを覆う柵等は派手な色彩、デザインを避け、周辺環境との調和に配慮する。
	
	

	
	照明の方法及び色彩
	防犯照明灯は、鋳物等の質感のある材料、若しくは着色材料で仕上げてあるものを用い、光体は黄色系の温かみのある器材を使用する。
	
	（道路際に植栽帯を設けることができない場合は、その理由とそれに代わる緑化努力を記載してください）

	
	電柱等の工作物の色彩、設置の方法
	電柱、引き込みポール等支柱類は、街並みと調和する色彩とする。（注3）
	
	

	
	植栽の方法
	可能な限り道路際は植栽帯（50cm）を設けるものとする。駐車スペース等により、やむを得ず植栽帯を設けることができない場合は、シンボルとなる中高木を1本以上植えることとし、可能な限り緑化に努める。
（緑化空間は道路際に限らず、道路側から見える範囲を対象とする）
	
	

	
	駐車場及び接道部
	周辺の環境と調和するよう道路際の緑化に努める。
	
	

	
	
	フェンスを設置する場合は、落ち着きのある色彩とする。
	
	


（注1） 敷地内に設置することができる広告物は、兵庫県屋外広告物条例施行規則別表第2の第1の部のうち特定区域での許可基準に適合したものとする。
（注2） 加古川駅北広場及び加古川駅北線のそれぞれの道路境界線から2ｍ以内の部分に垣及び柵を設置してはならない。
上記以外の道路に面する垣又は柵の構造は生垣又は透視可能なフェンスとする。ただし、道路地盤面よりの高さが1.2ｍ以下のものについては適用しない。
（注3）電線、電話線の宅内への引込み線は、これを集約するため敷地に引き込みポールを設置し、宅内は地下配線に努める。
